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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

安

井

英

章

 改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
青
の
会
、市
民 

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
） 

虐
待
報
告
は
警
察
に
も
直
接
連
絡
す
べ
き
で
は 

 

質
　
虐
待
・
い
じ
め
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
多
面
的
関
与
が

必
要
で
あ
る
。
弁
護
士
や
警
察
と
の
連
携
は
で
き
て
い
る
か
。

虐
待
の
報
告
は
、
直
接
警
察
に
も
連
絡
す
べ
き
も
の
と
考
え

る
が
。 

 

答
　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
問
題
に
関
わ
る
協
議
会

の
委
員
に
弁
護
士
を
任
命
し
、
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

児
童
虐
待
は
、
法
律
で
、
虐
待
を
認
知
し
た
場
合
だ
け
で
な

く
、
疑
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
福
祉
事
務
所
や
児
童
相
談

所
等
に
通
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
学
校

に
お
い
て
も
速
や
か
な
対
応
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も

に
、
状
況
に
応
じ
て
は
警
察
と
も
連
携
し
て
い
く
。 

  

除
雪
の
天
気
予
報
連
動
と
、
排
雪
を
行
う
基
準
は 

 

質
　
除
排
雪
の
出
動
判
断
に
天
気
予
報
は
参
考
に
し
て
い
る

か
。
排
雪
は
多
く
の
要
望
が
あ
る
。
排
雪
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

遅
い
。
特
に
通
学
路
は
し
っ
か
り
排
雪
す
べ
き
と
考
え
る
が
。 

  

答
　
市
が
除
雪
の
出
動
判
断
を
行
う
際
は
、
職
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
や
地
域
か
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
天
気
予
報
も
参
考

に
し
て
い
る
。
排
雪
は
道
路
除
雪
計
画
に
基
づ
き
、
歩
道
や

路
肩
等
で
、
除
雪
作
業
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
や
、
見
通
し

が
悪
く
安
全
な
通
行
に
支
障
を
来
す
場
合
に
市
が
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
で
排
雪
作
業
を
実
施
す
る
場
合
は
、
市

と
市
民
が
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
洋
上
風
力
発
電
は
、
よ
り
沖
合
に 

○
道
の
駅
ふ
た
つ
い
の
観
光
案
内
が
で
き
て
い
な
い 

○
木
高
研
に
浮
体
式
木
製
洋
上
風
力
発
電
研
究
依
頼
を 

バ
ス
ケ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
今
後
の
あ
り
方
は 

 

質
　
バ
ス
ケ
の
街
の
し
ろ
の
象
徴
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、
バ

ス
ケ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
所
蔵
品
も
ふ
え
て
手
狭
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
向
け
、
今
後
の
移
転
や
拡

充
な
ど
の
検
討
が
必
要
な
時
期
で
は
な
い
か
。 

 

答
　
バ
ス
ケ
の
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
、
バ
ス
ケ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
２
０
２
０
東
京
五
輪

で
正
式
種
目
に
決
定
し
た
３
×
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
へ
の

関
心
の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
展
示
の
充

実
の
ほ
か
、
３
×
３
競
技
も
行
え
る
環
境
整
備
も
含
め
、
バ

ス
ケ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
機
能
や
あ
り
方
に
つ
い
て
、
関
係
団

体
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

  

小
・
中
学
校
の
夏
休
み
を
延
長
す
る
考
え
は 

 
質
　
小
・
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
か
ら
エ

ア
コ
ン
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
と
の
こ
と
。
緊
急
的
な
措
置
と
し
て
、
小
・
中
学

校
の
夏
休
み
を
延
長
す
る
考
え
は
。 

 

答
　
夏
休
み
の
延
長
は
熱
中
症
対
策
に
お
い
て
、
一
つ
の
有

効
な
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
現
に
向
け
て
は
、

授
業
時
数
の
確
保
、
学
校
行
事
や
部
活
動
へ
の
影
響
、
保
護

者
の
理
解
と
協
力
等
、
課
題
も
多
い
た
め
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
も
各
学
校
に
お
い
て
、
扇
風
機
や
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
等
の
設
置
、
水
筒
の
持
参
等
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
、
各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
工
夫
を
呼
び
か
け
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
新
年
度
当
初
予
算
編
成
と
今
後
の
財
政
見
通
し 

○
能
代
港
洋
上
風
力
発
電
拠
点
化
の
取
り
組
み 

○
バ
ス
ケ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
品
の
活
用
方
法
は 

希
望 

菅

原

隆

文

 

火
力
３
号
機
、工
事
の
現
況
と
経
済
へ
の
影
響
は 

 

質
　
１
０
０
０
億
円
の
工
事
費
、
最
大
１
６
０
０
人
の
雇
用

と
も
言
わ
れ
た
、
能
代
火
力
３
号
機
の
工
事
が
終
え
ん
に
向

か
う
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
の
経
済
効
果
を
含
め
、
市
の
経

済
へ
の
影
響
と
今
後
の
見
通
し
は
。 

 

答
　
能
代
火
力
発
電
所
３
号
機
の
建
設
工
事
の
従
事
者
は
31

年
１
月
ま
で
で
延
べ
49
万
人
、
そ
の
う
ち
39
万
人
を
超
え
る

方
が
能
代
山
本
管
外
と
の
こ
と
で
あ
り
、
特
に
宿
泊
、
飲
食
、

小
売
分
野
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

試
運
転
開
始
予
定
の
６
月
時
点
で
従
事
す
る
方
は
大
幅
に
減

少
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
消
費
の
落
ち
込
み
等
の
影
響
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

  

能
代
沖
洋
上
風
力
の
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
考
え
る
か 

 

質
　
「
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
」
が
整
備
さ
れ
る
。
港
湾
区
域

だ
け
で
な
く
一
般
海
域
も
洋
上
風
力
の
導
入
が
可
能
と
な
る
。

「
促
進
区
域
」
の
認
定
が
有
望
な
能
代
沖
洋
上
風
力
に
つ
い

て
、
市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。 

 

答
　
洋
上
風
力
発
電
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
港
湾
整
備
の
促

進
や
関
連
産
業
の
集
積
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
等
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
事
業

の
恩
恵
を
地
元
が
享
受
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
り
、
策
定
中
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

基
本
指
針
に
掲
げ
、
で
き
る
だ
け
市
民
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
関
わ
り
方 

○
市
内
全
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置 

○
街
路
樹
の
剪
定
、
能
代
方
式
の
徹
底
を 

渡

邊

正

人

 

平
政
・
公
明
党 


